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令和８年度第１回朝来市教育委員会 定例会議録 

 

１ 日  時 令和８年４月22日(水) 

       開会 午前10時00分  閉会 午前10時54分 

 

２ 開会宣言 

 

３ 会議録署名委員の指名          （青田委員）（髙内委員） 

 

４ 会議録の承認 

  令和７年度第12回会議録署名委員     （髙内委員）（青田委員） 

 

５ 教育長報告 

 

６ 議事 

  議案第11号 朝来市中学生スポーツ・文化芸術活動推進委員会要綱について 

 

７ 報告事項 

 （１）令和８年度教育委員会事務局組織について 

 （２）令和７年度朝来市内中学生の進路について 

 （３）令和８年度市内小・中学校一覧について 

 （４）令和８年度台風、大雪等による臨時休校等について 

 （５）教育委員会行事予定について 

 

８ その他 
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９ 閉会 

 

10 出席委員 教 育 長       小倉畑 祐貴 

       教育長職務代理者       青田  勉 

       委      員       足立  武裕 

       委      員       髙内  祥子 

       委      員       能見  愛子 

 

11 出席職員 教育部長           佐野  正彦 

       学校教育課長         神谷  芳彦 

       文化財課長          谷田  雅彦 

       学校給食センター所長     藤本  宏子 

       学校教育課副課長       清水  裕貴 

       学校教育課副課長       足立  正 
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            朝来市教育委員会会議録 

令和８年度第１回定例委員会（令和８年４月22日） 

開会  午前10時00分 

○ 神谷学校教育課長 

 皆さん、おはようございます。委員の皆様には、本日の次第を事前にお配りしておりま

す。追加資料といたしまして、お手元に羽柴秀長と竹田城についての企画展のチラシを配

付させていただいております。よろしくお願いいたします。 

 それでは、ここからは教育長に進行をお願いいたします。 

○ 小倉畑教育長 

 ただいまから、令和８年度第１回朝来市教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日は、４名の委員に御出席いただいております。会議は成立いたします。 

 本日の会に出席する職員ですけれども、８年度になりましたのでメンバーが替わってお

ります。佐野教育部長、神谷学校教育課長、谷田文化財課長、藤本学校給食センター所長、

清水学校教育課副課長、足立学校教育課副課長の６名でございます。 

 次に、次第３、「会議録署名委員の指名」を行います。 

 会議録署名委員には、青田委員、髙内委員にお願いいたします。 

 次に、次第４、「会議録の承認」に移ります。 

 令和８年３月19日に開催しました令和７年度第12回朝来市教育委員会定例会の会議録は、

委員の皆様に事前に配付しておりますが、何かお気づきの点はございませんでしょうか。 

 特にないようですので、第12回定例会の署名を、髙内委員、青田委員にお願いいたしま

す。 

 ありがとうございました。次に次第５に移ります。「教育長報告」でございます。事務

局から報告いたします。 

○ 神谷学校教育課長 

 それでは、資料１ページ、別紙１を御覧ください。令和８年３月17日から４月22日まで

の教育長の動向につきまして、主なものを報告いたします。 

 ３月17日、火曜日、定例教育委員会を行いました。 

 ３月18日、水曜日、まちづくり功績者表彰贈呈式が本庁で行われました。 

 ３月20日、金曜日、生野鉱山及び鉱山町の文化的景観写真公募展2025表彰式を埋蔵文化

財センターで実施しました。 

 ３月22日、日曜日、少年少女オーケストラ入団式が行われました。 

 ３月23日、月曜日、市内小学校で卒業式を実施しました。 

 ３月25日、水曜日、総合教育会議が本庁で行われました。 
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 また、派遣職員辞令交付式を行っております。 

 ３月31日、火曜日、退職教職員感謝状贈呈式が但馬文教府で実施されました。 

 ４月１日、水曜日、辞令交付式を本庁で行っております。 

 ４月８日、水曜日、県立和田山高等学校入学式が行われました。 

 ４月９日、木曜日、市内小中学校で入学式を行っております。 

 ４月10日、金曜日、第１回校長会を行いました。 

 ４月14日、火曜日、令和８年度市町組合教育委員会教育長会議が神戸市で行われました。 

 本日です。４月22日、水曜日、定例教育委員会を実施しております。 

 教育長報告につきましては、以上でございます。 

○ 小倉畑教育長 

 報告が終わりました。何か御質問はございませんか。 

 後になりましたが、今報告があったとおり委員の皆様には年度末から年度初めにかけま

して会議はもとより、入学式や辞令交付式等にも御参加いただいておりまして、改めてお

礼を申し上げたいと思います。 

 次に、次第６、議事に入ります。本日の議事は１件でございます。 

 議案第11号 朝来市中学生スポーツ・文化芸術活動推進委員会要綱について、学校教育

課から説明いたします。 

○ 神谷学校教育課長 

 それでは、議案第11号 朝来市中学生スポーツ・文化芸術活動推進委員会要綱の制定に

ついて、御説明申し上げます。 

 資料の２ページを御覧ください。 

 まず、制定理由でございますが、令和８年２月に策定いたしました「朝来市中学生のス

ポーツ・文化芸術活動推進計画」を踏まえ、中学生のスポーツ・文化芸術活動の推進に向

け、地域クラブ活動の在り方や課題等について幅広く意見を求めるため、「朝来市中学生

スポーツ・文化芸術活動推進委員会」の設置に関しまして、必要な事項を定めるものでご

ざいます。 

 次に、制定内容でございます。第１条の設置につきましては、先ほど申し上げたとおり

本市における中学生のスポーツ・文化芸術活動を推進するため、委員会を設置するもので

ございます。 

 第２条の意見を求める事項につきましては、地域クラブ活動の推進状況と課題、認定等

に関すること。今後の中学生のスポーツ・文化芸術活動の在り方に関すること。その他、

教育長が必要と認める事項について、委員会の意見を求めることとしております。 

 第３条の組織につきましては、委員会は15人以内で組織し、委員は学識経験者、スポー

ツ関係団体代表、文化関係団体代表、学校関係者、保護者代表、関係行政機関の職員、公

募による市民等のうちから、教育長が依頼することとしております。 
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 第４条の任期につきましては、施行後最初に開かれる会議の日から令和10年３月31日ま

でとし、欠員が生じた場合の補欠委員の任期は、前任者の残任期間としております。 

 第５条の委員長につきましては、委員の互選により１名を定め、会務を総理し、委員会

を代表するものとし、事故等の場合にはあらかじめ指名された委員が職務を代理すること

としております。 

 次に、会議に関する第６条でございますが、委員会の会議は、教育長が招集し、委員長

が議長となります。また、必要に応じて関係者の出席を求め、その意見を聴くことができ

ることとしております。 

 第７条の庶務につきましては、教育委員会事務局学校教育課において処理することとし

ております。 

 第８条の補則では、本要綱に定めるもののほか、必要な事項は、教育長が定めることと

しております。 

 なお、施行期日は、本日の定例教育委員会で御承認をいただいてから施行し、令和10年

３月31日限りで、その効力を失うこととしております。 

 以上で、議案第11号 朝来市中学生スポーツ・文化芸術活動推進委員会要綱の制定につ

いての説明とさせていただきます。 

○ 小倉畑教育長 

 説明が終わりました。何か御質問はございませんか。 

 この要綱は、我々が部活動の地域展開を行う上で、どういうプロセスの途上にあるかと

いう説明が、もうちょっとあったほうがいいと私は思いましたが、よろしいですか。追加

説明。 

○ 神谷学校教育課長 

 推進委員会の位置づけですけれども、先ほど申し上げた令和８年２月に策定いたしまし

た、朝来市中学生のスポーツ・文化芸術活動推進計画に基づいて設置しようと考えており

ます。スポーツ・文化等の地域展開に向けましては、やはり地域の皆さんとの一緒になっ

て進めていくという体制が必要であると考えております。 

 その中で、いかに地域の方、関係団体の方、そういった方からも御意見をいただきなが

ら地域と一緒になって進めていく、そういった意味合いを持って動かした委員会となって

おります。行政主導ではなく、学校主導でもなく、地域と一緒に進めていくという観点か

らも今回委員会を設置して、委員会の御意見を伺いながら事業の推進を図っていきたいと

考えております。 

 以上です。 

○ 小倉畑教育長 

 お分かりいただけましたか。この前の段階は説明いただけますか。 

○ 清水学校教育課副課長 
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 令和６年、７年と、部活動の在り方検討委員会というものを設けまして、今後の在り方

について随分検討いただきましたが、令和８年度からモデル事業を推進するということで、

令和10年の部活動の地域展開に向けた新しい取組を始めていこうとするものです。 

 その中で、２ページの中の第２条にあるように、委員会に求める意見の内容として、地

域クラブ活動の推進状況と課題に加えて認定というのが今後必要なところになってきます

ので、そういうところについて先ほど課長が申し上げましたように、幅広く意見を求めま

して認定の一つの参考としていきたいと考えております。前年までは在り方を検討いただ

きまして、今年度からは次のステップに入っていくとお考えください。 

 以上です。 

○ 小倉畑教育長 

 ありがとうございます。何か御質問等はございませんか。 

○ 委員 

 第２条の（１）ですが、地域クラブ活動という形でありますね。部活動とクラブ活動、

表現の違いですけれども、そこはどう捉えたらいいのかな。クラブ活動は幅広く捉えたほ

うがいいのか、部活動という特に移行するという部活動ということ自体を捉えたほうがい

いのか、そこらあたりの言葉のニュアンスの関係ですけれども、これはクラブ活動という

形で表現されているのがちょっとどういう意図があって、表現されているのかということ

で、ちょっと妙な質問ですけれども。 

○ 小倉畑教育長 

 よろしいですか。 

○ 神谷学校教育課長 

 地域クラブ活動につきましては、主に地域で展開される地域クラブ活動と考えておりま

す。いわゆる朝来市版地域活動という形で位置づけをしようと考えておりまして、学校に

おけるクラブ活動につきましては、令和10年８月をもって終了していくという形で方針を

定めておりますので、学校のクラブ活動とまた違う、それを地域で行う活動については地

域クラブ活動と位置づけております。地域で活動されているスポーツ団体でありますとか、

それから文化活動とか、そういったものを地域クラブ活動という新たな位置づけをしよう

と考えております。 

○ 委員 

 以前の資料の中でおぼろげな記憶ですけれども、地域その中の認定とか、そういう形が

示してあったと思うんですけれども、それと表現が統一になっていれば、だんだんこっち

と合っていくのかなという気はしますけれども。 

○ 委員 

 部活動とクラブ活動というのは、ちょっとニュアンスが違うと思うんですね。中学校の

中で昭和50年代ぐらいは必須としてクラブ活動がありました。それとは別にクラブ活動も
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あったような背景が。クラブ活動については、国から予算が出て、それで備品をそろえた

りしながら部活動に所属していないものを選択しながら、それぞれ週１時間のクラブ活動

という形で何年か、今はもうない状態ですけれども。私の中では、少し部活動とクラブ活

動の位置づけが少しそこら辺で違和感があるというか、表現違いがあるんですけれども、

全般的に広くクラブ活動という捉え方をしたら、この表現でもいいのかなと思ったりもす

るんですけれども、ちょっと違和感がありましたので。 

○ 神谷学校教育課長 

 地域クラブにつきましては、全国的にも部活動から地域展開をした団体でありますとか、

それからもともと既存であった団体においても、中学生等が参加できる団体については地

域クラブという形で整理されておりますので、学校の中にあった部活動と地域で行う地域

クラブ活動ということ、ちょっと明確に区分はされていると、こちらは認識しております。 

○ 清水学校教育課副課長 

 僕のほうからちょっと補足をいいですか。今、委員がおっしゃった学校で昔やっていた

クラブ活動というものは、朝来市で今後独自で取り組んでいきたい内容に多分近いものだ

と思います。それこそ在り方検討委員会の中で、部活動がなくなった後に学校での活動の

機会が減ってしまうのではないかというお声をいただきましたから、それを学校の活動の

中に週１時間程度盛り込もうかというのは大きな方針として、これまで提示しておりまし

た。それが名称としては多分違う形にはなると思うのですが、ちょうど御指摘いただいた

ような、かつて学校で週に一度行っていたようなものがあったというのに限りなく近いも

のを、新たにまた設けていく形になると思います。 

 ただ、言葉をちゃんと整理していかないと似たような言葉が続いていきますので、部活

動というものについては今後なくなるということはまず間違いないです。部活動の新たな

位置づけということで、放課後や夜間、休日全部ひっくるめて地域クラブ活動というもの

に置き換わっていく。地域クラブ活動の中には、登録だけで終わるものと認定という形で、

それを基に分かれていくということで、さらに細分化されていく見通しです。その認定の

段階で、先ほどこれは委員が御指摘いただいた「分かれますよね」と、その通りであって

認定というものを今回も推進委員会というところに諮りながら、どのように認定していく

のかという、この位置づけに変わるんです。なので、言葉がすごく似ているところがあり

ますが、もう一度言いますと、部活動はなくなる方向だと、新たに地域クラブ活動が立ち

上がるものという形で認識していただけたらと思います。 

 以上です。 

○ 小倉畑教育長 

 よろしいでしょうか。大体今、総括的に説明いただいたと思いますが、部活動の在り方

検討を２年間してきた、その先に推進委員会があるという位置づけであるということです。 

 先ほど課長の説明の中に令和10年８月をもって部活動がなくなるということを申しまし
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たけれども、表記の上では令和10年８月以降順次ということですので、残るものもあるか

もしれない。あくまでもそこを目指しますが、残るものもあるかもしれないということを

含んでいることは御承知おきいただきたいと思います。 

 この件に関しては、ほかによろしいでしょうか。 

○ 委員 

 ちょっと私の中で理解ができていないんですけれども、スポーツでは確かにクラブとい

うものが存在しているんですよね。民間の方がやってらっしゃる、学校の部活動とは別に。

文化部でそういうものは存在していますか。 

○ 神谷学校教育課長 

文化部の中でも朝来、生野で活動されている、例えばオカリナ教室とか、ハープ教室と

かあるんですけれども、そういったものが新たにクラブ活動として今登録、地域クラブと

して活動されようとしております。 

 そのようなこれまであった例えば地域の集まりとか、そういったものを地域クラブとい

う位置づけにおいて活動を継続されるという場合もありますので、必ずしも新規に立ち上

がるというものではなくて、既存のそういった教室だったり、集まりだったり、そういっ

た講座的なものが地域クラブ化していく。そういったことも想定しておりますので、今後

様々な文化活動についても地域クラブ化されるのではないかと考えております。 

○ 委員 

 文化面のほうではそういうところ、私が把握しているコーラスとか、そういうところで

は一切そういうふうな話が出てきていないんですよね。実際に去年の12月までの公募締切

りというのも、会議が行われてもそういう話は一切出てきていない。だから、今のそれぞ

れの地域にある合唱団がクラブとして活動しますというような話は出てこないというのは、

それぞれに今抱えている問題がいろいろとあるので、そちらに場所を変えていくとか、考

え方を変えていくということがなかなか難しい団体ではあると思うんですね。時間も夜の

練習になりますし。だから、そういうふうなところで文化のほうのクラブ活動がどのぐら

いで、新規に立ち上げなければいけないのか、その辺りのことが。スポーツ、運動のほう

だったら割とはっきりと出てきていると思うんですけれども、文化系のほうでは芸術系の

ほうではなかなかそういうものが出てきていないと思うのですが、それをこれからどうい

うふうにしていくのかというところが、もう既に体育系と文化系で差ができてしまってい

るので、それが同じ席で話し合いをしてまとまっていくものなのか、どうなのかというと

ころをすごく不安に感じるんですけれども。 

○ 神谷学校教育課長 

 おっしゃるように、今回の地域展開の取組につきましては、広報等で周知させていただ

いたんですけれども、なかなか浸透していないというところも課題と認識はしております。

令和８年度に実施するモデル事業についても、できるだけそういった活動内容についても
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広く周知していきたいと考えております。こういった形であれば団体としても活動してい

ける、ハードルが高いと感じられていることについては、ハードルを下げるような取組を

考えていきたいと思っております。 

 特に文化系の団体については、例えば書道であるとか、日本文化であるとか、そういっ

た形でこちらもヒアリング等は実施しております。どうしてもなかなか教えるとか指導す

るとかというところに軸足が行ってしまうところもあるんですけれども、一緒に楽しんで

一緒に活動していくということも一つの地域クラブ活動の在り方と位置づけておりますの

で、できるだけ参加しやすいこと、特に社会人で活動されている団体が例えば中学生も受

け入れますといったようなこともお願いしながら、裾野を広げて活動団体を広く募集はし

ていきたいと考えております。令和８年度においても、募集を継続していきますので、よ

り具体的なイメージしやすいような募集方法をしていきたいと考えております。今後とも

よろしくお願いいたします。 

○ 委員 

 各町の文化協会というものがまだ今存続しているんですけれども、そういうところには

お話は行っているのですか。 

○ 学校教育課 

 １回目のときについては、広く広報で周知、広く満遍なくという形でさせていただいて

いるんですけれども、文化協会でありますとか、体育協会とか、そういったいろんな団体

にもお声かけさせていただいて周知はしていこうと考えております。 

○ 委員 

 よろしくお願いいたします。 

○ 小倉畑教育長 

 課題はいろいろあって、今後また初めてのことに取り組んでいくわけなんですけれども、

行政からの発信だけでなくて、また今それぞれ活動されている方からの情報発信というこ

とも今後ますます必要になってくると思いますので、それはそちらのほうでまたお願いし

たいと思うのですが、ちょっと話の中心がそれているかもしれませんが、この場はこの要

綱を定めることに関してなので、要綱については皆さん御意見はなしということでよろし

いでしょうか。 

 この件は異議なしと認めて、議案第11号 朝来市中学生スポーツ・文化芸術活動推進委

員会要綱については、原案のとおり承認いたします。 

 続けて、報告事項に入ります。本日は５件の報告事項がございますので、よろしくお願

いいたします。 

 最初に、報告（１）令和８年度教育委員会事務局組織について、学校教育課から報告い

たします。 

○ 佐野教育部長 
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 それでは、私から４月１日付の人事異動に伴います教育委員会事務局の組織体制につい

て、報告を申し上げます。 

 お手元の資料の４ページを御覧ください。 

 この４月１日付で異動のありました職員につきまして、御説明させていただきます。 

 表の一番左側でございます。教育部長、私、佐野でございますが、田中部長の後任でご

ざいます。よろしくお願いいたします。 

 その一つ右の列でございます。学校教育課、上から３段目、足立副課長でございますが、

岡口副課長の後任でございます。 

 その下、田中主幹でございますが、３月末まで教育部長でございましたが、この４月か

らは部活動地域展開コーディネーターとして業務に当たっていただいております。 

 その下、文化財課でございますが、管理職、監督職の異動はございません。 

 その下、学校給食センターでございます。長野所長補佐につきましては、赤花主事の後

任でございます。 

 右の欄の係長以下の職員の異動につきましては、また後ほど御清覧いただきたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

○ 小倉畑教育長 

 報告が終わりました。何か御質問はございませんか。 

 ないようですので、続いて報告（２）令和７年度朝来市内中学生の進路について、学校

教育課から説明いたします。 

○ 清水学校教育課副課長 

 お手元の資料の５ページのところです。 

 前年、前々年と引き続きの進路状況になっておりますので、今回改めてまず資料の見方

をお知らせしてから、前年からの動向についてお話しさせてもらいます。 

 まず、見方としましては、一番左の縦列のところですが、進路先ということで一番上、

生野高校普通科（観光・グローバル類型）以下、八鹿高校普通科からずっと並んでおりま

す。それぞれの進路先に対しまして、一列右側は定員（Ｒ７）ということで、それぞれの

学校の募集定員を載せております。 

 その右側からは、市内の進学の動向ですが、生野中、和田山中、梁瀬中、朝来中とそれ

ぞれの学校から、一番左の進路先に何人行ったかという数字が記載されており、朝来市と

いうところは４中学校の合計数となっております。 

 在籍率というものにつきましては、右側にありますが全体進学者確定数ということで、

生野高校ですと34人になりますが、34人のうち朝来市が合計26人ということで、市内中学

生の在籍率が76％であるということになります。ですので、生野高校や４段目にある和田

山高校など、市内の学校においては在籍率が高いということになりますが、市外の学校に
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おいてはそれぞれが低くなっているというところです。 

 一番右側の増減につきましては、先ほどお話しした定員に対しての増減数ということで

すから、生野高校を例にとりますと、80人の定員に対して全体の進学者の確定数が34人と

いうことですから、増減はマイナス46、定員に対して46人の空きができているという状況

になります。 

 この状況から考えますと、但馬管内の各公立高等学校においては増減でいうと、ほぼほ

ぼ全部マイナスということになっておりますので、定員が空いている状況が今年度も続い

ているということになります。 

 前年からの生徒数の変化ですけれども、今年度朝来市の合計数、朝来市と書いてあると

ころの一番下ですが、７年度の合計数は249人ということで、その前の年度に比べて36人増

ということになっています。令和６年度の卒業者数が213名ということを考えますと、７年

度については人数が多い学年であったということです。この人数の多い学年であって、そ

れぞれの進学の動向ですけれども、結論を先に言いますと、全体的にそれぞれ満遍なく増

えているという結論だと思います。 

 例えば、私立高校の私学の無償化という言葉が報道では聞こえておりますけれども、私

学の無償化によって例えば私立学校への進学者数が大幅に増えたかと言われますと、本年

度に関しましては前年比較でいうと極端な増加は見られておりません。 

 私立高等学校は中段のところになりますが、県内、県外を合わせまして23と31を足した

54名の合計進学者数になりますが、前年の合計進学者数は46名であったということですか

ら、46名から54名ということで合計でいうと８名増ということになります。ですけれども、

８名の増は全体の人数の36名の増の割合から考えると、極端な増加であるとも言い切れま

せんので、今のところ私学の無償化によって極端に私立学校に流れているという現象は見

られないかと考えます。 

 ただ、これも年によって、あるいは子供たちの進学希望によって大きく変わってくるこ

とかと思いますけれども、差し当たって７年度に関してはこのような動向であるというこ

とで御報告いたします。 

 以上です。 

○ 小倉畑教育長 

 報告が終わりました。何か御質問はございませんか。 

 ないようですので、次に報告（３）令和８年度市内小・中学校一覧について、学校教育

課から報告いたします。 

○ 清水学校教育課副課長 

 続きまして、めくっていただきました６ページのところです。 

 市内小中学校の人事異動によりまして、特に管理職の替わった点を改めて御報告いたし

ます。４月１日の辞令交付式にもお越しいただきましたので確認になりますが、改めて申
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し上げます。 

 まず、今回新規採用ということで、管理職新規採用は校長２名、教頭については昇任１

名ということになっております。 

 まず、校長では梁瀬中学校、太田利隆校長がこのたび新規採用になりました。前任は、

兵庫県教育委員会事務局の但馬教育事務所勤務でありました。 

 糸井小学校の吉田博幸校長が新規採用です。前任は、梁瀬小学校の教頭でありました。 

 教頭の昇任は１名です。生野小学校、木下卓美教頭が昇任です。前任は、生野中学校の

主幹教諭でありました。 

 あと学校長、教頭の市内配置換えに関してです。東河小学校の小畑俊史校長、山口小学

校の椿本義徳校長、この２名が配置換えです。配置場所に関しては、それぞれの前任が入

れ替わっている状況です。 

 梁瀬小学校の教頭、椿野暢昭教頭が前任は生野小学校の教頭でした。このたび梁瀬小学

校に配置換えをしております。 

 生野中学校の志水健一校長がこのたび着任していますが、前任は糸井小学校の校長であ

りました。 

 以上、報告といたします。 

○ 小倉畑教育長 

 報告が終わりました。何か御質問等はございませんか。 

 ないようですので、続いて報告（４）令和８年度台風、大雪等による臨時休校等につい

て、学校教育課から報告いたします。 

○ 清水学校教育課副課長 

 では、７ページ、８ページのところに臨時休校等の基準について記載しております。 

 前年からは表示の内容を変更しておりますが、内容について今回のものについては大き

な変更はありません。ただ、変更点のところを中心に確認していきます。 

 まず、気象等の警報についてということで、気象等の警報の内容を定義したものを１番

に記載しました。アのところが、いわゆる一般的に言われる気象警報になります。イのと

ころが、特別警報と呼ばれるものですが、これの定義を記載しました。 

 ２番、本市における気象等の警報による臨時休校等についてということで、ここから以

下については変わっておりませんが、おおむね朝来市に気象警報が発表されている場合に

臨時休校等の対象になります。 

 対象となる時刻が（２）午前６時の時点で気象等の警報が発表されている場合は、当日

は臨時休校ということになります。 

 （３）始業時刻までに気象等の警報が発表された場合も臨時休校になりますが、学校に

登校してきている児童・生徒がいる場合は、（４）の対応をするということになります。 

 児童・生徒の安全確保を第一にしまして、保護者に引き渡す、あるいは近隣のお子さん
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でしたら、速やかに下校の指示をするなどの対応を取ります。 

 ページをめくっていただきまして、８ページのところです。 

 学童クラブの開設に関するところなのですが、オのところです。学童クラブは、警報が

発表された段階で開設することはありません。ただし、学童クラブを開設した後、午後の

時間帯に警報が発表された場合は、児童の引渡し等は各学童クラブの対応ということにな

りますので、この点はお知りおきいただけたらと思います。 

 最後ですけれども、４番その他の（３）です。報道で既にお聞きの方もいらっしゃるか

もしれませんが、令和８年５月下旬を目途に「新たな防災気象情報」というものが施行さ

れる見通しであります。施行後の対応については別途通知ということで、またお知らせす

ることになるかと思います。私どもで聞いている話によりますと、「新たな防災気象情報」

はレベルという名称がつけられまして、そのレベルの数字に応じて対応を分けるというこ

とで聞いております。その辺りがまた明らかになりましたら、改めて各学校には通知を出

そうと思っておりますので御知りおきください。 

 以上です。 

○ 小倉畑教育長 

 報告が終わりました。何か御質問はございませんか。 

 ないようですので、続いて報告（５）教育委員会行事予定について、学校教育課から報

告いたします。 

○ 神谷学校教育課長 

 それでは、資料の９ページを御覧ください。本日から５月末までの予定を記載しており

ます。主なもののみ説明させていただきます。 

 ４月23日の木曜日から金曜日にかけまして、近畿都市教育長協議会定期総会が尼崎市で

行われます。 

 ４月24日、金曜日、アメリカ・オレゴン州・ニューバーグ市のシャヘイラムバレー中学

校の受入れに係る事前説明会を行います。 

 ５月８日、金曜日、校長会を行います。 

 ５月11日、月曜日、シャヘイラムバレー中学校からの訪問団が来日されます。 

 また、同日、トライやるウィーク推進協議会を行います。 

 ５月12日、火曜日、但馬教頭会が本市で行われます。 

 ５月13日の水曜日から木曜日にかけまして、全国都市教育長協議会定期総会及び研究大

会が高知県で行われます。 

 ５月16日、土曜日、和田山ライオンズクラブの60周年記念講演会が市内で行われます。 

 ５月17日、日曜日、来日中のシャヘイラムバレー中学校の訪問団のさよならパーティー

を行います。 

 ５月18日、月曜日、兵庫県市町村教育委員会連合会定時総会・研修会が三田市で行われ
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ます。 

 ５月20日、水曜日、朝来市議会臨時会が行われます。 

 ５月21日の木曜日から５月26日の火曜日にかけまして、市内小中学校の校長ヒアリング

を行います。 

 ５月27日、水曜日、第１回兵庫県都市教育長協議会が西宮市で行われます。 

 予定につきましては、以上になります。 

○ 小倉畑教育長 

 報告が終わりました。何か御質問はございませんか。 

 以上で、本日の報告事項は終わりました。ほかに各課から報告事項はありませんか。 

○ 谷田文化財課長 

 文化財課から一点、企画展についての紹介をさせていただきたいと思います。お手元に、

「朝来市埋蔵文化財センター20周年企画展 羽柴秀長と竹田城」というチラシを御覧いた

だきたいと思います。 

 この企画展につきましては、現在も大河ドラマ「豊臣兄弟！」が放映されておりますけ

れども、秀長が竹田城にゆかりがあるということでございますので、そちらに焦点を当て

ながら生野銀山であったり、但馬、そして竹田城との関わりを紹介していく企画展を考え

ております。この機会に朝来市の歴史や地域資源の魅力を広く発信して、郷土への理解と

関心、こういったものを深めていく機会にしたいと考え企画しております。 

 展示につきましては、２期に分けて実施を予定しておりまして、前期は昨日４月21日か

ら７月20日の月曜日まで。後期は８月４日から11月29日までとしております。前期では、

裏面にも少し書いておりますけれども、古文書類を通じて戦国の但馬攻めに関連する動き

をたどっていくような展示を考えています。後期では、竹田城を中心に朝来市内の山城に

ついての紹介という２部構成で考えております。 

 会場は埋蔵文化財センターの古代あさご館ということで、入館料は無料となっておりま

す。 

 また、これに関連する図録といいまして説明書き20ページのものを今回作成しておりま

して、それについては整理券で販売するということで準備をしているところでございます。 

 また、関連事業といたしまして、ワークショップを８月、夏休み期間と９月13日という

ことで予定しております。これは展示を見るだけということではなく、子供さん向けでも

ありますけれども、体験を築くことで歴史に親しんでいただければいいなということで考

えているところでございます。 

 周知につきましては、ホームページであったり、Facebook、また関連施設にチラシを配

付しております。今回は長期間開催ということでありますので、またお時間ありましたら

教育委員の皆さんもぜひ御来館いただければと思います。 

 文化財課からは以上でございます。 
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○ 小倉畑教育長 

 ほかに各課から報告事項はありませんか。 

 ないようですので、８のその他に移ります。事務局から連絡事項をお願いします。 

○ 足立学校教育課副課長 

 事務局から２件、お知らせさせていただきます。 

 １点目ですが、先ほど教育委員会の行事予定にありました５月18日に兵庫県市町村教育

委員会連合会定時総会・研修会が開催されるということで、委員の皆様にはお配りした定

例会の資料等のほかに、この会議の開催案内を送らせていただきました。 

 今回から変わった点として、教育長、教育委員の方、全てが連合会の構成委員となりま

して、出席される方はよろしいですけれども、欠席される方については委任状が必要とい

うことで、送付した文書の中に委任状もつけさせていただいております。会が終わりまし

たら、出欠を確認させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

 ２点目です。教育委員会の次回の日程については先年度一度調整しましたが、改めて日

程調整をさせていただきますので、よろしくお願いします。 

 以上でございます。 

○ 小倉畑教育長 

 ただいまの件、お尋ね等はございませんか。 

 ほかに連絡等もないでしょうか。 

 以上をもちまして、令和８年度第１回教育委員会定例会を閉会いたします。 

 ありがとうございました。 

 

閉会 午前10時54分 
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